
 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

北方領土返還要求運動 

シンボルマーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    第３３回北方領土の返還を求める都民大会 

    プ ロ グ ラ ム 
 

日 時 平成２７年１月２７日（火） １４時 

場 所 アジュール竹芝 
                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

主 催  北方領土の返還を求める都民会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野付半島から見た国後島 北 方 領 土 の 日 

 

 北方領土の返還を求める多くの国民から「北方領土の日」を設定することを強く要望され

ていた政府は、昭和56年１月６日の閣議で２月７日を「北方領土の日」と設定しました。 

この２月７日は、安政元年（1855 年）伊豆下田において平和裡に「日魯通好条約」が締結さ

れた日です。この条約により、歴史上初めて日露両国の国境が択捉
えとろふ

島と得撫
うるっぷ

島の間に定めら

れ、択捉島から南が我が国の領土として国際的にも明確にされた日で、歴史的意義もあり、

平和友好裡に領土返還を求める北方領土返還運動の趣旨にも最も合致した日です。 



 

   
 

大 会 宣 言（案） 
 
戦後６９年が経過したにもかかわらず、歯

はぼ

舞
まい

群島
ぐんとう

、色
しこ

丹
たん

島
とう

、国後
くなしり

島
とう

及

び択捉
えとろふ

島
とう

の北方領土四島は、今日
こんにち

もなお、ロシアによる法的な根拠のな

い占拠の下に置かれており、元島民の「四島
し ま

に帰りたい」という強い思

いは未だ果たせずにいる。 

 

ウクライナ情勢を巡る、昨年７月末のロシアへの追加制裁措置により、

ロシア側から延期を通告されていた北方領土に関する実務的な交渉は、

昨年１１月に中国・北京で行われた日露首脳会談を契機に、約１年ぶり

に次官級協議が再開される見通しである。しかし、北方領土の返還に向

けた具体的な道のりは依然不透明な状況である。 

 

このような状況のなか、都民会議は、全国の都道府県民会議とともに

全国民の悲願である北方領土の一日も早い返還を実現させるため、様々

な返還運動を粘り強く展開している。 

 

私たちは、我が国固有の領土である北方領土の返還が達成され、平和

条約の締結が一日も早く実現し、両国間に真の友好関係が実現すること

を強く希望する。また、政府には強い意志と毅然たる姿勢で外交交渉を

行うよう求めると同時に、政府の外交交渉を後押しするために、ぶれる

ことなく一層の北方領土返還要求運動を進めていくことをここに宣言す

る。 

 
平成２７年１月２７日 

北方領土の返還を求める都民大会参加者一同 

次   第 

 

○ 開 会 の 辞 

○ 主 催 者 挨 拶 

○ 来 賓 挨 拶 

         東 京 都 

         東 京 都 議 会 

         内 閣 府 北 方 対 策 本 部 

         外 務 省 

○ 来 賓 紹 介 

○ 運 動 報 告 

○ 激 励 メ ッ セ ー ジ 披 露 

○ 大 会 宣 言 

 

（ 休 憩 ） 

 

○ 専 門 家 講 演 

Ｎ Ｈ Ｋ 解 説 委 員  石 川 一 洋 氏 

○ 閉 会 の 辞 
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